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け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
茨
城
町
議
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
へ

の
深
い
ご
理
解
と
、
議
会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
方
創
生
へ

の
取
り
組
み
を
始
め
、高
齢
者
や
子
育
て
支
援
、医
療
・

教
育
環
境
の
整
備
、
公
共
施
設
等
の
更
新
・
長
寿
命

化
対
策
、
さ
ら
に
は
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え

る
た
め
の
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
従
来
に
も
増
し

て
果
た
す
べ
き
役
割
が
拡
大
し
、
そ
れ
ら
に
要
す
る

財
政
需
要
は
増
加
す
る
一
途
に
あ
り
、
非
常
に
慎
重

な
判
断
が
必
要
と
さ
れ
る
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
山
積
す
る
課
題
に
対
し
、
町
議
会
は
、
常

に
「
町
民
目
線
」と「
納
税
者
の
視
点
」
に
立
ち
解
決

策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
町
政
運
営
の
監
視

及
び
評
価
機
能
の
一
層
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
政

策
提
言
、
政
策
立
案
等
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
積
極
的
な
議
会
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
増
減
を
繰
り
返
し
、

国
内
外
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
ま
し
た
。
国
内

で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
の
適
用
が
繰
り
返
さ
れ
、
対
象
に
な
っ
た
都

道
府
県
で
飲
食
店
に
対
す
る
時
短
・
休
業
要
請
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
制
限
・
停
止
、
住
民
へ
の
外
出
自
粛

要
請
な
ど
厳
し
い
措
置
が
取
ら
れ
、
夏
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ほ
ぼ
無
観
客
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
議
会
も
議
員
活
動
の
自
粛
や

制
限
、
議
会
傍
聴
者
の
入
場
制
限
等
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
非
常
に
難
し
い
議
会
運
営
を
迫
ら
れ
た
一
年
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
一
つ

一
つ
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
議
会
の
責
務
で
あ
り
社

会
的
使
命
と
考
え
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
要
望
書
』
及
び
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化
を
求
め
る
要
望
書
』

を
町
に
対
し
提
出
、
ま
た
、
国
に
対
し
『
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
財
源
の
充

実
を
求
め
る
意
見
書
』
に
よ
る
要
望
活
動
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
財
源
確
保
を

目
的
と
し
た
基
金
創
設
の
提
言
な
ど
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

来
る
べ
き
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
い
て
も
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
茨
城
町
議
会
は
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
町
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

皆
さ
ま
の
貴
重
な
お
声
を
町
議
会
議
員
に
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
町
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
課
題
や
要
望
を
町
域
全
体
の
発
展
に
結
び
付

く
政
策
と
し
て
発
信
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
「
議

会
力
」「
議
員
力
」の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
新
し
い
年
が
、

幸
多
く
実
り
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
会
を

代
表
し
て
の
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明

茨
城
町
議
会
議
長　
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年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
の

新
春
を
心
穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
行
政
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ

ま
で
各
施
策
と
も
に
円
滑
な
進
捗
が
図
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
の
１
月
に
日
本
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、
私
た
ち
の
生

活
は
大
き
く
様
変
わ
り
い
た
し
ま
し
た
。
本
町
に
お

い
て
も
、
３
密
を
避
け
る
た
め
に
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
会
合
等
の
自
粛
や
公
共
施
設
の
使
用
を
一
時
休

止
、
町
内
小
中
学
校
の
臨
時
休
業
な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
年
遅
れ
て
開

催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
日
本
選
手
団
の
奮
闘
に
よ
り
、
国
民
に
歓
喜
と

感
動
を
与
え
る
一
方
、
開
催
中
に
到
来
し
た
第
５
波

の
猛
威
に
よ
る
感
染
者
は
全
国
で
増
加
の
一
途
を
辿

り
、
８
月
に
は
本
県
が
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象
と
な

る
な
ど
、
一
時
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
感
染
防
止
対
策
の
切
り
札
で
あ
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
重
点
事
業
に
位
置
づ
け
、
５
月
か
ら

高
齢
者
を
皮
切
り
に
順
次
開
始
し
、
接
種
対
象
者
の

多
く
の
皆
さ
ま
に
接
種
を
し
て
頂
き
、
接
種
率
向
上

に
伴
い
、
感
染
者
が
減
少
す
る
な
ど
効
果
が
如
実
に

表
れ
、
９
月
に
は
感
染
者
の
新
規
発
生
を
ほ
ぼ
抑
制

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
医
療
従
事
者

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
相
次
ぐ
変
異
株
の
発
生
な
ど
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
は
続
き
ま
す
の
で
、
３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
な
ど
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
て
、
か
ね
て
か
ら
進
め
て
お
り
ま
し
た
新
し
い

学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
令
和
３
年
７
月
に
竣
工
し
、

９
月
か
ら
供
用
を
開
始
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
最
新
の

設
備
で
作
ら
れ
る
安
全
安
心
な
美
味
し
い
学
校
給
食
の

提
供
と
食
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
独
身
男
女

の
結
婚
の
希
望
を
か
な
え
る
た
め
、
９
月
か
ら
「
茨

城
町
き
ら
り
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
専
任
の
相
談
員
が

結
婚
に
関
す
る
相
談
や
引
き
合
わ
せ
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
か
ね
て
か
ら
商
工
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
８
月
に
国
内
最
大
規
模
の
次
世
代

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
工
場
の
立
地
が
決
ま

り
、
11
月
に
工
場
建
物
の
建
設
が
着
手
さ
れ
、
再
来

年
に
は
操
業
開
始
の
運
び
と
な
る
予
定
で
す
。

　

本
年
は
、
感
染
症
対
策
と
し
て
の
「
新
し
い
生
活

様
式
」
の
実
践
を
継
続
し
つ
つ
、
町
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新

茨
城
町
長　
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こ
れ
ま
で
の

　
　

茨
城
町
名
誉
町
民
受
章
者

　

概
要
（
受
章
日
）

　

　

故　

雨
谷　

俊
夫　

氏

　
　
　
　

元
茨
城
町
長

　
　
　
　
　

（
平
成
７
年
２
月
11
日
）

　

　

故　

荻
津　

正
夫　

氏

　
　
　
　

元
茨
城
町
長

　
　
　
　
　

（
平
成
７
年
２
月
11
日
）

　

　

故　

皆
川　

弘
次　

氏

　
　
　
　

元
茨
城
町
長

　
　
　
　
　

（
平
成
７
年
２
月
11
日
）

　

　

郡
司　

和
幸　

氏

　
　
　
　

元
茨
城
町
長

　
　
　
　
　

（
平
成
18
年
２
月
11
日
）

　

　

富
山　

英
明　

氏

　
　
　
　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
　
　
　

金
メ
ダ
リ
ス
ト（
レ
ス
リ
ン
グ
）

　
　
　
　
　

（
平
成
18
年
２
月
11
日
）

明
治
21
年 

３
月
25
日 

茨
城
町
奥
谷
（
旧
川
根
村
）
に
て
、

 
 

小
川
菊
太
郎
氏
の
次
男
と
し
て
誕
生

　
明
治
35
年 

２
月 

親
友
と
上
京
、日
本
橋
大
洋
堂
書
店

 
 

に
入
店

　
明
治
37
年 

２
月 

取
次
業
の
至
誠
堂
書
店
に
入
店
、

 
 

以
後
９
年
間
奉
公
し
、
出
版
の
基

 
 

礎
を
培
う

　
明
治
45
年 

６
月
１
日 

誠
文
堂
創
業
、神
田
錦
町
に
店
舗
を

 
 

構
え
、
書
籍
取
次
仲
買
業
を
営
む

　
大
正
２
年 

９
月 

書
籍
仲
買
業
の
か
た
わ
ら
、処
女
出

 
 

版
と
し
て
『
わ
が
ま
ゝ
』
等
を
発
行

　
大
正
12
年 

９
月 

関
東
大
震
災
で
店
舗
焼
失

 
 

直
ち
に『
実
地
踏
査　

大
震
大
火

 
 

の
東
京
』
を
発
行

　
大
正
13
年 

 

「
無
線
と
実
験
」、「
子
供
の
科
学
」

 
 

創
刊

　
大
正
15
年 

 

「
実
際
園
芸
（
現
「
農
耕
と
園
芸
」）」

 
 

創
刊

　
昭
和
10
年 

 

新
光
社
を
吸
収
合
併
、
㈱
誠
文
堂 

 
 

新
光
社
に
社
名
を
改
め
、
社
長
に

 
 

就
任
す
る

　
昭
和
20
年 

８
月 

第
二
次
世
界
大
戦
終
結

　　
　
　
　

 

９
月 

『
日
米
会
話
手
帖
』を
発
行（
科
学
教

 
 

材
社
名
義
）、
３
６
０
万
部
超
を
売

 
 

り
上
げ
「
戦
後
初
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

 
 

ー
」
と
な
る

　
昭
和
37
年 

６
月
１
日 

誠
文
堂
新
光
社
が
創
立
50
周
年
を

 
 

迎
え
る

　　
　
　
　

 

７
月
３
日 

牛
込
薬
王
寺
の
自
宅
で
急
逝

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
享
年
76
歳
）

小
川
菊
松
氏　

略
歴

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課

０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６（
直
通
）

寄贈された書籍・雑誌

町庁舎建設時に寄贈された庭園

　

茨
城
町
民
の
日
記
念
式
典
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
来
で
あ
れ
ば
町
民
の
皆
さ
ま
を
広

く
お
招
き
し
、
名
誉
町
民
称
号
の
贈
呈

を
盛
大
に
お
祝
い
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
開
催
時
間
お
よ
び

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
短
縮
し
、
会
場
収
容
人

数
を
制
限
す
る
こ
と
か
ら
、
表
彰
受
賞

者
・
関
係
者
の
方
の
み
の
招
待
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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茨
城
町
名
誉
町
民
に

　

故　

小
川 

菊
松 

氏 

が
選
ば
れ
ま
し
た

■
町
の
発
展
に
大
き
な
助
力

　

町
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
社
会
の

進
展
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
方
に
対
し
、

そ
の
功
績
と
栄
誉
を
た
た
え
、
茨
城
町
名
誉

町
民
の
称
号
を
贈
り
、
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
出
版
業
を
通
じ
て
町
の
教
育

振
興
な
ど
に
寄
与
さ
れ
た
と
し
て
、
故 

小
川

菊
松
氏
を
名
誉
町
民
と
す
る
こ
と
が
、
令
和

３
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で
の
同
意
を
受
け
、

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
11
日
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
茨
城
町
民
の
日
記
念
式
典

に
お
い
て
、
茨
城
町
名
誉
町
民
称
号
贈
呈
式

を
執
り
行
い
ま
す
。

　

小
川
菊
松
氏
は
、
町
出
身
の
実
業
家
で
、

出
版
社
㈱
誠
文
堂
新
光
社
の
創
業
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
、

出
版
業
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、
科

学
・
技
術
な
ど
を
振
興
し
、
令
和
４
年
は
没

後
60
年
、
㈱
誠
文
堂
新
光
社
の
創
業
１
１
０

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

氏
は
創
業
当
初
、
随
筆
や
マ
ナ
ー
本
な
ど

実
用
的
な
書
物
の
出
版
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

し
た
が
、
関
東
大
震
災
を
経
て
、
技
術
や
知

識
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
多
く
の
人
々
の
技

術
習
得
に
役
立
つ
よ
う
な
出
版
に
力
を
入
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
子
供
の
科
学
」
や「
農
耕
と
園
芸

（
戦
前
は
実
際
園
芸
）」
、「
無
線
と
実
験
」

な
ど
の
雑
誌
は
多
く
の
読
者
を
得
る
こ
と
に

な
り
、
科
学
・
技
術
の
伝
播
の
礎
と
な
る
と

と
も
に
、
現
在
も
発
行
が
続
く
無
二
の
情
報

誌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
１
か

月
と
い
う
短
期
間
で
出
版
し
た
『
日
米
会
話

手
帳
（
科
学
教
材
社
名
義
）』
は
、
約
３
か

月
間
で
３
６
０
万
部
超
と
い
う
驚
異
的
な
部

数
を
売
り
上
げ
、
戦
後
初
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
る
な
ど
、
出
版
史
に
残
る
偉
業
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

町
出
身
の
ご
縁
の
も
と
、
町
は
、
㈱
誠
文

堂
新
光
社
よ
り
町
庁
舎
建
設
（
平
成
２
年
完

成
）
の
際
に
庭
園
を
、
ゆ
う
ゆ
う
館
建
設
の

際
に
は
小
川
菊
松
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念

し
、
１
億
５
千
万
円
の
寄
付
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

町
立
図
書
館
内
部
に
は
、
貴
重
な
「
子
供

の
科
学
」
の
１
巻
１
号
や
『
日
米
会
話
手

帳
』
も
所
蔵
す
る
小
川
菊
松
記
念
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
８
年
に
ゆ
う
ゆ

う
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
毎
月
20
冊
程
の
書
物
が
寄
贈
さ
れ
、
多

く
の
町
民
の
方
へ
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
の
発
展
に
対
す
る
功
績
が
た
た
え

ら
れ
ま
し
た
。

小川　菊松氏（誠文堂新光社創業者）

茨城町立図書館（ゆうゆう館内）の
小川菊松記念コーナー

442022.１　広報　いばらき
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恒久平和への願いを込めて
令和３年度　戦没者追悼式
恒久平
令和

11/18
（木）

涸沼の景観美化に尽力
涸沼周辺の清掃活動
涸沼の
涸沼周

11/9
（火）

道路愛護功績者として３団体が国土交通大臣より感謝状
　国土交通省は毎年、「道路ふれあい月間」事業の一環として、道路交通の安全や道路愛護に努めている団
体・個人を表彰しています。令和３年度は、茨城町の３団体（前田さくらロード環境美化の会、大戸下郷地
区環境美化の会、上郷地区環境美化ボランティアクラブ）が、長年にわたる美化活動の功績をたたえられ、
国土交通大臣より感謝状と盾が授与されました。
　前田第一区、下郷区、上郷区は、平成21年10月に、環境美化に取り組む地域組織を設立し、現在に至る
まで、県道内原塩崎線の花壇の手入れ、年２回の花の植え替え、歩道・法面の清掃、除草作業などに継続し
て取り組んでいます。
　11月７日（日）、20日（土）には、各区で色とりどりのビオラの苗を植えるなど、区をあげてさらなる美化
活動に取り組みました。

　先の大戦で犠牲になられた方々の慰霊のため、令和
３年度茨城町戦没者追悼式が、やすらぎの丘慰霊碑前
で執り行われました。
　小林宣夫町長は、戦没者の御霊の前で「平和への思
いを今一度、心に刻むとともに、安心して暮らすこと
ができる茨城町を築くため、一層の努力を重ねてまい
ります。」と述べ、町遺族連合会の丸山昇一会長は
「戦後76年が過ぎ、戦争への意識が薄れていく今日、
今後も英霊を顕彰し、平和の尊さを次世代に継承し、
恒久平和に向けて精進したい。」と戦没者への誓いを
述べられました。参列者は一人ずつ献花し、戦没者の
霊を慰めるとともに平和への祈りを捧げました。

　茨城町観光協会（澤秀雄会長）の主催により、涸沼
周辺の清掃活動が実施されました。
　今回の清掃活動は、町の方や、県内外からの観光客
の方にきれいな涸沼で気持ちよく過ごしてもらうため
に行われ、中石崎の湖畔沿いの道路や駐車場などを重
点的に清掃しました。
　特に、涸沼のビュースポットに設置されている看板
や案内板を覆うほどに伸びてしまったツルを取り払う
など、安心して涸沼に親しめるよう、景観向上に努め
ました。

大戸下郷地区環境美化の会 上郷地区環境美化ボランティアクラブ前田さくらロード環境美化の会

令和３年度　道路ふれあい月間

Town News　“まちのできごと”

７ 2022.１　広報　いばらき

茨城県猟友会東部支部
涸沼自然公園でヤマドリの放鳥を実施
茨城県
涸沼自

11/２
（火）

　茨城県猟友会の主催する放鳥事業が県内各地で実施
され、町内では茨城県猟友会東部支部により、鳥獣保
護区である涸沼自然公園において、ヤマドリ10羽が
放鳥されました。
　本事業はヤマドリの個体数の維持を図るため、鳥獣
保護に基づく事業の一環として実施されており、町内
でのヤマドリ放鳥は、一昨年度に引き続き２回目の取
り組みとなります。

　町消防本部では、新型コロナウイルス感染症対策と
して、国の地方創生臨時交付金を活用し、救急活動時
における感染対策物品を整備しました。
　車内を除菌するためのオゾン発生器や、救急車の担
架の上に乗せ、内部を陰圧に保つことでウイルス等を
外に排出しないようにする搬送器具（写真中央）など
が導入されました。
　今回の資機材整備により、現場活動による感染拡大
及び救急隊員への感染を防止するとともに、救急体制
の確保が期待されます。

新型コロナウイルス感染症対策
感染対策資機材の整備実施
新型コ
感染対

９/１
（水）

「ラムサール条約登録湿地ひぬまの会」
第２回ガイド養成講座開催

り組みとなります

「ラムサ
第２回

11/６
（土）

　涸沼自然公園にて、「ラムサール条約登録湿地ひぬ
まの会」令和３年度第２回ガイド養成講座が開催され
ました。同会は鉾田市、茨城町、大洗町の３市町で構
成されており、ラムサール条約に登録された涸沼の保
全・再生、賢明な利用、交流・学習等を推進し、観光
及び地域振興を図る活動を行っています。
　本講座は、涸沼の豊かな自然を紹介するガイドを養
成するために平成29年度から開催されており、今回
は「若宮川の水生生物を学ぶ」と題して、水生生物採
取の目的・方法・指導の仕方（安全対策など）につい
ての講義が行われました。また、実際に採取した水生
生物の観察を通して、名称やその生物の特徴など、ガ
イドとして必要な知識を学ぶことができました。

　県主催のキャンプフェスが、涸沼自然公園キャンプ
場などで開催され、家族連れやアウトドア愛好家な
ど、宿泊・日帰りを含めて約3,000人の来場者が、秋
晴れの中でイベントを楽しみました。
　メイン会場となった涸沼自然公園キャンプ場では、
県内外合わせて約40店舗（団体）が特設ブースを開
設しました。アウトドア用品の販売やワークショップ
のほか、飲食店や周辺自治体による観光PRなどが行
われ、盛況となりました。

家族でアウトドア体験
IBARAKI CAMP AUTUMN FESTA
2021開催

の確保が期待され

の会」
家族で
IBARA
2021

11/6（土）
11/7（日）

Town NewsTown News
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● ●●● ●●町・県民税申告受付
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●についてについて

申告特集１ページから４ページまで取り外して、別冊としてもお使いいただけます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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１ページ 申告受付日程表
２ページ 申告に必要な書類
３ページ 申告の必要がない方
 受付・待合室について
 町で受付できない申告
４ページ 水戸税務署からのお知らせ
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

▶期　　間　　令和４年２月14日（月）～３月15日（火）
　　　　　　　•土・日・祝日は除きますが、２月20日（日）及び２月27日（日）は実施します。
　　　　　　　•２月14日（月）・15日（火）は、給与所得者と公的年金所得者の還付申告のみとなります。
▶時　　間　　午前８時45分～午後４時
▶申告会場　　茨城町役場２階　第２・３会議室
　　　　　　　※申告期間中、１階税務課では申告相談を行いません。作成の済んだ町・県民税申告書の
　　　　　　　　提出のみ可能です。
　　　　　　　※営業・農業・不動産所得にかかる収支内訳書や医療費控除の明細書等を事前に作成され
　　　　　　　　ていない場合は、作成が済んでからの受付になります。

Q&A申告とは何ですか？　私は申告が必要ですか？Q

A
申告とは、前年の１月から１２月までの所得と控除（親族の扶養の有
無、医療費控除等）を自治体や税務署に書類として提出することです。
申告は全員が必要とは限りません。所得、控除、世帯の状況等によ
り、必要な申告が異なります。

○待ち時間の短縮のためにも、事前に書類の整理・計算をしてください。
○扶養控除については、世帯内で扶養の重複がないよう、事前確認をお願いします。

１　申告受付日程表（指定日以外でも申告できます）

日　　時 地　　　　　区
2月14日(月)・2月15日(火)
2月16日(水)
2月17日(木)
2月18日(金)
2月20日(日)
2月21日(月)
2月22日(火)
2月24日(木)
2月25日(金)
2月27日(日)
2月28日(月)
3月1日(火)
3月2日(水)
3月3日(木)
3月4日(金)
3月7日(月)
3月8日(火)
3月9日(水)

給与所得者・公的年金所得者のみの還付申告
木部・飯沼・上飯沼
下飯沼・下土師・奥谷
越安・蕎麦原・駒渡・野曽・南栗崎・南川又
長岡・川根地区全域(平日に来られない方）
長岡・三島
矢頭・植農
谷田部・小鶴
前田・桜の郷
上野合・沼前・石崎地区全域(平日に来られない方）
大戸・馬渡・近藤・常井
秋葉・南島田・神谷・生井沢・下雨ヶ谷・上雨ヶ谷・下座
鳥羽田・小幡
小堤・駒場・神宿・海老沢・城之内
宮ヶ崎・網掛
上石崎
中石崎・若宮
下石崎

3月10日(木)・3月11日(金)
3月14日(月)・3月15日(火) 町内全域（毎年、たいへん混雑します！）

所
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全
で
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。
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田
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日   曜日

※予定が変更にな
る場合があります

。

事　業　名 
受付時間

11

12

18

25

27

28

火

水

火

火

木

金

１歳６か月児健診(時
間指定制)

健康相談
８～９か月児育児相

談(時間指定制)

健康診査(完全予約制
)

(ゆうゆう館内保健セ
ンター)

20日・22日・26日
も同時刻に開催

大腸がん検体回収

５歳児健診(時間指定
制)

パパママ教室【出産
・育児編】

（予約制）

13：00～13：45

  9：00～11：30　

  9：45～

  9：30～11：30

13：30～15：30

  8：30～10：00

13：00～
14：30～

13：15～

健康増進課（保健セ
ンター）１月のお知

らせ
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が
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
西
洋
医
学
で
は

冷
え
性
を
病
気
と
し
て
扱
い
ま
せ
ん
が
、
東

洋
医
学
で
は
、
冷
え
に
よ
る
肩
こ
り
や
腰
痛
、

便
秘
や
肌
あ
れ
、
抵
抗
力
の
低
下
と
い
っ
た

症
状
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
捉
え
ま
す
。
ま

さ
に
「
冷
え
は
万
病
の
元
」。
冷
え
対
策
を

し
っ
か
り
行
っ
て
、
冬
を
元
気
に
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

冷
え
が
招
く
さ
ま
ざ
ま
な
症
状

　

○
胃
腸
が
弱
い　

○
疲
れ
や
す
い

　

○
血
色
が
悪
い　

○
腰
痛　

○
肌
荒
れ

　

○
便
秘　

○
肩
こ
り

冷
え
性
の
原
因

冷
え
性
を
招
く
原
因
は
、
ス
ト
レ
ス
や
不

規
則
な
生
活
な
ど
に
よ
っ
て
体
温
を
調
節
す

る
自
律
神
経
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
こ
と
、

熱
を
作
る
筋
肉
量
が
少
な
い
こ
と
、
き
つ
い

下
着
や
靴
に
よ
る
血
行
不
良
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
れ
に
貧
血
や
低
血
圧
、
血
管
系

の
疾
患
な
ど
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
症
状
が
重
い
場
合
は
、
一
度
検

査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
冷
え
性
は
な
ぜ
女
性
に
多
い
？
〉

　

女
性
は
男
性
と
比
べ
て
熱
を
生
産
す
る
筋

肉
量
が
少
な
く
、
月
経
で
貧
血
に
な
り
や
す

い
ほ
か
、
更
年
期
は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

変
化
し
や
す
く
、
自
律
神
経
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
に
女
性
は
皮
下
脂
肪

が
多
く
、
寒
さ
に
強
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

脂
肪
は
一
度
冷
え
る
と
温
ま
り
に
く
い
性
質

が
あ
り
ま
す
。

冷
え
性
を
改
善
す
る
生
活
習
慣

　

冷
え
性
の
改
善
に
は
、
身
体
を
内
側
か
ら

温
め
、
血
行
を
促
す
と
と
も
に
、
自
律
神
経

が
う
ま
く
働
く
よ
う
生
活
習
慣
を
整
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
を
あ
た
た
め
る
食
事
の
工
夫

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
基
本
に
、

身
体
を
あ
た
た
め
る
食
材
を
積
極
的
に
と
り

ま
し
ょ
う
。
肉
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た

ん
ぱ
く
質
は
熱
源
と
な
る
筋
肉
を
作
る
ほ
か
、

シ
シ
ャ
モ
や
タ
ラ
コ
、
ア
ボ
カ
ド
や
ア
ー
モ

ン
ド
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
に

は
、
末
梢
血
管
を
広
げ
て
血
液
循
環
を
良
く

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
の
隅
ま
で
血
液
を
届
け
る
生
活
習
慣

　

身
体
を
締
め
つ
け
る
衣
服
や
靴
は
避
け
、

入
浴
の
際
は
38
〜
40
度
程
度
の
ぬ
る
め
の
湯

に
ゆ
っ
く
り
つ
か
り
ま
し
ょ
う
。
血
行
促
進

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。
熱
い

湯
は
体
の
表
面
だ
け
が
温
ま
り
、
急
激
に
血

圧
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
は
血
液
の
循
環
を
悪
く
す

る
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
自
律
神
経
を
整
え
る
生
活
習
慣

　

十
分
に
睡
眠
を
と
っ
て
心
身
を
休
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
歩
く
習
慣
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、

日
常
に
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

筋
肉
量
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

〈
あ
っ
た
か
ア
イ
テ
ム
を
上
手
に
取
り
入
れ
よ
う
〉

　

腹
巻
・
肌
着
・
ス
パ
ッ
ツ
・
マ
フ
ラ
ー
・
レ
ッ

グ
ウ
ォ
ー
マ
ー
、
カ
イ
ロ
な
ど
を
上
手
に
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４（
直
通
）

８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

について

2022.１　広報　いばらき



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

税務課からのお知らせ
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３　申告の必要がない方

○年末調整の済んだ給与所得のみで、勤務先から茨城町に「給与支払報告書」が提出されている方
○町内在住の方の税法上の扶養となっている方（健康保険組合等、保険証の扶養とは異なります）
○公的年金のみを受給している方で、医療費控除や生命保険料控除また配偶者控除や扶養控除等の控除を
受けない方
※所得税の確定申告書を税務署に提出される方は、町・県民税の申告は不要です。

５　町の申告会場で受付できない申告（水戸税務署等で申告してください）

○青色申告（決算書等が作成済で、申告書だけの場合もできません）
○分離課税申告（収用事業以外の土地・建物・株式等の譲渡、上場株式等の配当所得、ＦＸ等、先物取引
　に係る雑所得）
○新規に住宅借入金等特別控除を受ける方、新規ではないが借換えがあった方、
　連帯債務のある方の申告
○増改築、特定改修、認定長期優良住宅等による特別控除
○相続税申告、贈与税申告、消費税申告
○相続または贈与税に係る生命保険契約や損害保険等に基づく年金による所得の申告
○「確定申告書控」に税務署の収受日印が必要な方
その他複雑な申告につきましても、税務署へご案内させていただく場合があります。

申告特集３ページ

４　受付・待合室について
　役場２階第１会議室で受付を行います。例年、受付や待合室は大変混雑します。感染症拡大防止のため、
以下の点にご協力ください。
○受付票について
申告の受付票については、１月下旬に配布する「町民税・県民税申告受付について【税務課からのお
知らせ】」にて様式を掲載します。当日は受付票と引き換えに番号札を配布します。受付混雑防止のため、
受付票を事前に記載してからお持ちいただきますようお願いします。（受付票は税務課窓口でも配布し
ます。また、町ホームページからもダウンロードが可能です。）

○待合室について
待合室は例年混雑することから、第１会議室については、呼び出し間近の方のみお待ちいただけます。

それまでは、１階中央ロビーや役場駐車場などでお待ちください。
受付後、役場内や役場駐車場で順番を待たれる方については、「順番呼出機」を貸し出ししますので、
受付時にお申し出ください。

【問合せ先】　税務課　住民税グループ　☎０２９－２４０－７１１４（直通）

【受付の流れ】

申告者
受付

（役場第1会議室）

①「受付票」を提出します

②「番号札」をお渡しし、「相談開始時間の目
　安」 をお伝えします

③目安時間まで
　 お待ちください
・役場内で待機 (※1)
・役場駐車場（車内）
  で待機 (※1)
・自宅で待機

④時間間近になりましたら「番号札」を持って
　 受付までお越しください（※２）

⑤相談窓口が空き次第、
　 ご案内します

(※1) 希望者に順番呼
出機を貸し出します

(※2) 順番呼出器をお持ちの方は、相談
間近になりましたら呼出音が鳴ります
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税務課からのお知らせ
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２　申告に必要な書類・持ちもの

本人確認書類等

必要なもの 例
申
告
す
る
す
べ
て
の
方

該
当
の
あ
る
方

本人確認ができるもの
印鑑（朱肉を使う印鑑）

・マイナンバーカード・通知カード　
・個人番号記載の住民票等

・運転免許証、マイナンバーカード等
・三文判や認め印

利用者識別番号（お持ちの方） ・国税庁ホームページ、または以前役場申告会場で取得し
た 16ケタの番号

・金融機関の通帳、キャッシュカード等
申告案内ハガキや申告書（お持ちの方）
申告者本人の還付口座のわかるもの

マイナンバーは毎年提示してください。

○ひとり親・寡婦控除、配偶者（特別）控除、扶養控除については、申告時にお申し出ください。
○町外居住者の扶養控除は、該当者の個人番号、所得のわかるもの（なければ不要）、生年月日、住所（該当
があれば障害者手帳等）が必要です。海外居住者の扶養控除は、このほかに親族関係書類・送金関係書類（そ
れぞれ日本語に訳したもの）もお持ちください。

申告特集２ページ

個人番号（マイナンバー）のわかる書類
（申告者本人、扶養親族、専業従事者
のもの）

収入関係書類

控除関係書類

申告する所得の種類 必要な書類

該
当
の
あ
る
方

給与・年金所得者 ・源泉徴収票（令和３年分）

営業
農業
不動産所得者

・収支内訳書
（令和３年１月～12月までに収入・支出したもの）
・科目別に経費が記載された帳簿・領収書等
固定資産税、軽自動車税、土地改良費の額等、あらかじめ納
税通知書や領収書等を元に帳簿に記載したものをご用意くだ
さい。

上記以外の収入
・支払調書
・個人年金等の受け取りの証明書　等
個人年金等の受け取りの証明書は「必要経費」の記載のある
ものをご用意ください。

受けたい控除 必要な書類

該
当
の
あ
る
方

社会保険料控除 令和３年１月～12月までに支払ったものの領収書、証明書等

勤労学生控除 ・学生証、在学証明書等

医療費控除
・医療費控除の明細書
（様式は税務課窓口に設置するほか、町ホームページにも掲載しています）
・医療費のお知らせ等（健康保険組合等で発行されたもの）
・高額療養費や保険金等、補てんされた額が確認できるもの

寄附金控除
小規模企業共済等掛金控除
生命保険料控除
地震保険料控除

令和３年１月～12月までに支払ったものの控除証明書

障害者控除 ・障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、障害者控除
対象者認定書

住宅借入金等特別控除
（新規に受ける場合は町では受付
できません）

・借入金の年末残高証明書
・住宅借入金等特別控除申告書（税務署から送られてきたもの）

契約書・証書・領収書ではありません
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【問合せ・申込み先】みどり環境課
　　　　　　　　　　☎029－240－7135（直通）　　　 

 茨城町では環境にやさしい社会を実現するため、町から排出されるごみの再資源化（リサイクル）の取組みを
行っています。 
　その取組みのひとつとして、小美玉市・㈱リーテムと協働して、不要となった小型家電や金属製品等を回収
する小型家電等の回収イベントを開催します。令和４年１月に小美玉市中継センターで、２月に茨城町ゆうゆ
う館駐車場で開催しますので、この機会にぜひリサイクルへの協力をお願いします。新型コロナウイルス感染
症対策として事前申込みが必要となりますので、ご了承ください。

〇開催日時 １月23日（日）午前10時～午後３時
 ※天候等により中止とさせていただく場合があります。中止の場合には、当日午前８時まで

に町ホームページ、防災行政無線及び町公式Twitterによりお知らせします。
〇開催場所 中継センター（旧茨城美野里環境組合）
 小美玉市堅倉1725番地2
〇申込期間 12月23日（木）～令和 4年１月19日（水）
〇申込方法 電話または町みどり環境課窓口にて、氏名・住所・電話番号・予約時間帯・持込予定のも

のをお伝えください。
〇注意事項 ① 回収可能品目以外のものにつきましては、お持ち帰りいただく場合があります。
  （例：家電４品目（テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機）、ブラウン管モニターなど）
 ② 電池入りのものは、事前に電池を抜いてください。
 ③ 新型コロナウイルス感染対策として、当日はマスクの着用をお願いします。

小美玉市・茨城町・リーテム協働小美玉市・茨城町・リーテム協働
小型家電等回収促進プロジェクト を開催します小型家電等回収促進プロジェクト小型家電等回収促進プロジェクト小型家電等回収促進プロジェクト す

■ 回収可能な金属製品
　※以下の品目以外は回収できない場合があります。

■ アクセス

■ 回収可能な小型家電
　 ※以下の品目以外は回収できない場合があります。

№ 品　　　　目
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ガスレンジ・ガステーブル

カセットコンロ ※ボンベを外すこと

ストーブ（ガス・石油） ※燃料を抜くこと

ファンヒーター（ガス・石油） ※燃料を抜くこと

刈払い機・チェーンソー ※燃料を抜くこと

工具類・脚立・はしご

ゴルフクラブ

ダンベル・鉄アレイ・バーベル

雨戸・サッシ（金属製） ※木製は引取り不可

一輪車（運搬用台車） ※タイヤは外すこと

№ 品　　　　目 № 品　　　　目
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

電話機・ＦＡＸ

携帯電話・スマートフォン ※データを消去すること

カーナビ・ＥＴＣ

ラジオ・オーディオ機器・携帯用音楽プレーヤー

デジタルカメラ・フィルムカメラ

プレーヤー・レコーダー（ビデオ・DVD・BD）

パソコン・ハードディスク ※データを消去すること

電子書籍・電卓・電子辞書

電気ミシン

電子式ヘルスメーター・クッキングヒーター

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

電子ジャー・電子レンジ・トースター・ミキサー

食器洗い機・食器乾燥機

扇風機・温風機

電気ストーブ

空気清浄機

電気掃除機　　　　　※バッテリーを外すこと

電気アイロン・ヘアードライヤー

電気カミソリ

照明器具・電気スタンド　※電球・蛍光灯を外すこと

電気時計・電子楽器・ゲーム機

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

　２月開催は茨城町の会場を予定しておりますので、ぜひリサ
イクルへのご協力をお願いします。

日　時　２月27日（日）　午前10時～午後３時
場　所　茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」駐車場

２月の開催予定

至水戸

●タイヨー
水戸信金●
新澤医院●

　　小美玉市役所
●

GS● 旅館かどや●

●堅倉小学校

★中継センター

看板

【県道 上吉影岩間線】

至西郷地
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税務課からのお知らせ
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水戸税務署からのお知らせ

　令和３年分所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を、次のとおり開設します。
※なお還付申告の方の申告相談は、水戸税務署庁舎で２月10日（木）以前でも事前予約にて受け付けております。

 確定申告会場では感染防止対策を行っておりますが、例年大変混みあいます。まずはご自宅からのe-Tax
をご検討ください。

感染リスク軽減 のために「ご自宅から e-Tax」をご利用ください

会　場 中央ビル　４階
水戸市泉町２－３－２

午前９時 ～ 午後４時

〒310ー8666　水戸市北見町１番17号
水戸税務署　☎ 029-231-4211（代表）
音声案内に従って、ご用件の番号をお選
びください。
※中央ビルへの直接のお問い合わせは、
　ご遠慮ください。

令和４年２月14日（月）～ ３月15日（火）
（土・日・祝日を除きますが、
２月20日（日）及び２月27日（日）
は開場します。）

期　間

受付時間

問合せ先

申告特集４ページ

○確定申告会場への入場には「入場整理券」が必要です
入場整理券は会場で当日配布しますが、ＬＩＮＥを通じたオンライン事前発行も可能です。
なお、入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いすることもあります。

○確定申告会場における感染防止対策
会場への入場時に検温を実施しています。咳・発熱（37.5 度以上）等の症状がある方は、入場をお
断りさせていただきます。マスクの常時着用、入口での手指消毒等にご協力いただき、必要最小限の人
数でお越しください。

※スマホやパソコンで申告書を作成する際は、ご自身で操作していただきます。
※医療費控除の明細書や収支内訳書等は、事前にご自宅等で作成してください。
※会場には駐輪場及び無料駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。　
※これまでに電子申告を利用されたことがある方は、「利用者識別番号及び暗証番号が分かる資料」

　　をご持参ください。

国税庁LINE公式アカウントは
こちらから追加

令和3年分　確定申告

▼
メニューをとじる/ひらく

申告書を作る

動画で見る 電話で聞く

確定申告書等作成コーナーは
こちら
（令和３年分については
　令和４年１月より開設され
　ます）

入場整理券のオンライン事前
発行はこちら

相談を申し込む

確定申告
会　　場

水戸駅

税務署

京成
百貨店

至 常陸太田

至 末広町

泉町一丁目 南町二丁目

至 大工町
至 千波湖

●水戸中央
　郵便局

北口

●水戸警察署

水戸地方気象台●

一
方
通
行入

口

1122

小美玉市・茨城町・リーテム協働
小型家電等回収促進プロジェクト小型家電等回収促進プロジェクト 



げんでん　ふれあい文化講演会げげげげげげげんんんんんんんんんででででででででお知らせ

新型コロナウイルス感染症が疑われる
場合などの検査・相談窓口はこちら
○地域の診療所等（診療・検査医療機関）
○受診・相談センター（茨城県庁内）
　☎０２９－３０１－３２００
　　午前８時30分～午後10時 (土・日・祝日含む）
中央保健所
　☎０２９－２４１－０１００
　　午前９時～午後５時（平日のみ）
【医療機関にかかるときのお願い】
・受診前に必ず電話相談し、時間を決定してください。
・時間を守り、マスクを着用してください。

「いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョン
（素案）」へのご意見を募集します
「いばら
（素案）案案

　町では、茨城町を含む茨城県央地域９市町村で形成
する「連携中枢都市圏」の圏域を対象として、圏域の
将来像や構成市町村が連携して推進していく具体的取
組の内容を記載する「いばらき県央地域連携中枢都市
圏ビジョン」の策定を進めています。
　策定にあたり、皆様のご意見をお寄せください。

▶意見公募期間　1月11日（火）～2月9日（水）
▶閲覧場所　・茨城町役場　地域政策課（２階14番窓口）
　　　　　　・町立図書館（ゆうゆう館内）
　　　　　　・生涯学習課カウンター（駒場庁舎）
　　　　　　※町ホームページからも確認できます。
▶提出方法　直接持込または郵送、ファックス、メー

ルのいずれかの方法により、水戸市政
策企画課へ提出してください。

　〒310-8610　水戸市中央1-4-1
　☎029-232-9106　ＦＡＸ029-232-9462
　メール　renkei.vision@city.mito.lg.jp

【問合せ先】地域政策課
　　　　 　　☎０２９－２１５－８００３（直通）

お知らせ

子ども・おとな救急電話相談の
直通電話番号が変わりました

　　　　 　　☎０

子ども
直通電

　「子ども・おとな救急電話相談」
では、急な病気やケガなどで、救急
車を呼ぶべきか、様子をみても大丈
夫なのか迷ったときに、看護師など
有資格者が24時間365日、相談に
応じています。また、受診可能な医
療機関の案内も行っています。
　電話相談の直通番号は、令和３年
10月１日から変更になっていますの
で、問い合わせの際はご注意ください
（短縮ダイヤルの変更はありません）。
▶直通番号　050－5445－2856
▶短縮ダイヤル
　 子ども救急電話相談（15歳未満）
　　#8000
　 おとな救急電話相談（15歳以上）
　　#7119
【問合せ先】消防本部
　　　　 　☎０２９－２９２－１５１５

お知らせ

防災行政無線テレフォンサービス
放送内容が、自動音声で流れます。
☎０８００－８００－８８４８（通話料無料）

登録制メール配信サービス
放送内容を、放送と同時にメールで配信します。

防災行政無線の放送内容の確認にご利用ください

その他、町ホームページにも放送内容を掲載しています。

　潤いと生きがいのある生活を営む契機となるよう、
文化講演会を実施します。
▶日　　時　2月26日（土）　午後１時30分～３時
▶場　　所　レイクエコー（茨城県鹿行生涯学習セン

ター　多目的ホール）
▶演　　題　「血管を鍛える」と超健康になる
▶講　　師　池谷敏郎（医学博士）
▶対象・定員　県民　150名
▶料　　金　無料
▶申込方法　往復はがきに、氏名、性別、年齢、住所、

電話番号を記載の上、郵送にてお申し
込みください（はがき一枚につき一人が
申込可能、連名不可）。申込多数の場合
抽選となります。

▶申　込　先　レイクエコー茨城県鹿行生涯学習センター
げんでん　ふれあい文化講演会担当者宛

　　　　　   （〒311-3824 茨城県行方市宇崎1389）
▶申込期間　１月６日（木）～２月６日（日）消印有効
【問合せ先】レイクエコー茨城県鹿行生涯学習センター

 ☎０２９９－７３－３８７７

虚虚虚虚虚

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

15 2022.１　広報　いばらき

情報
１月の納税

○固定資産税　　　　　  ４期
○町・県民税　　　　　  ４期
○国民健康保険税　　　  ７期
○後期高齢者医療保険料  ７期
・下記納期限までに銀行、コンビニ、スマホ決済ア
プリ又は役場窓口で納付しましょう。

納期限は１月31日（月）

いばらき出会いサポートセンター
『出張相談(登録)会 in 茨城町』

納期限

いばら
『出張

お知らせ

　いばらき出会いサポートセンター（であイバ）は、
独身の方の出会いの場づくりのため、県が労働団体
と共同で設立した団体です。
　センターでは、下記により出張
結婚相談会を開催します。

▶日　　時　１月22日（土）
　　　　　　午前10時30分～午後４時
▶場　　所　茨城町駒場庁舎（旧駒場小学校）２階
　　　　　　会議室４　多目的スペース
▶出張相談　結婚の相談を希望する独身の方やご家族

など、どなたからの相談にも対応します。
　　　　　　相談は無料で、予約も不要です。
▶出張登録　当センターの入会登録手続きが行えま

す。本人確認面談が必要となるため、事
前に当センターホームページから「入会
申込」と、「来所予約(出張登録会)」を
行った上でお越しください。

　茨城のハッピーな出会いと結婚を、
であイバが応援します！
ホームページ　https://www.ibccnet.com
【問合せ先】
　いばらき出会いサポートセンター（水戸センター）
　☎０２９－２２４－８８８８

お知らせ
行政相談・行政書士相談会を
開催します

行政相談
　「どこの窓口に申請すればよいか教えてほしい」など、
行政に対する手続き等で困っていることはありません
か。町では総務大臣から委嘱された２人の行政相談委
員が活動しており、下記の日程で相談を受け付けます。
▶日　　時　2月8日（火）午後１時～４時
▶場　　所　茨城町役場２階　第５会議室
▶行政相談委員　石井　敏幸、海老澤　栄子
▶そ　の　他　事前申込不要（受付順）、無料
【問合せ先】秘書広聴課　協働推進グループ
　　　　　　☎０２９－２９１－８８０２（直通）
行政書士無料相談会
　遺言、相続、各種許可等の行政手続き相談など、行
政書士が、下記の日程にて相談会を行います。
▶日　　時　2月9日（水）午後１時～４時
▶場　　所　茨城町役場２階　第５会議室
▶そ　の　他　事前申込不要（受付順）
【問合せ先】茨城県行政書士会　水戸支部事務局
　　　　　　☎０２９－２５１－３１０１（直通）
※注意事項
・相談当日は検温してからお越しください。なお、
少しでも体調に不安がある場合は、相談を控えて
いただきますようお願いします。

・マスクの着用を含む咳エチケットの徹底をお願い
します。

・相談時間は最大30分間を目安とし、長時間の相談
はお控えください。

。

ま
事
会
を

しましましましましまします。す。す。す。す。す。す
・相・相・相・相・相・相相相相談時談時談時談時談時談時談時時時間は間は間は間は間は間は間 最大最大最大最大最大最大大大大
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お知らせ
県民の安全を守る110番

　110番は、警察官に駆けつけてほし
いときの緊急通報ダイヤルです。事件
や事故にあったら・見たら、すぐに
110番をしてください。
　緊急の対応を必要としない相談・要
望は、「♯9110」へご連絡ください。
【問合せ先】水戸警察署
　　　　　　☎０２９－２３３－０１１０

142022.１　広報　いばらき



【予約・問合せ先】こども課　子育て支援センター　☎０２９－２９１－０９８０（直通）
　　　茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」内　

新型コロナウイルス感染症対策に関してのお願い
・新型コロナウイルス感染の疑いや濃厚接触者となってしまった場合、もしくは家族がＰＣＲ検査を受
け、結果待ちの場合には利用をお控えください。

・咳、鼻水などの症状のある方や、同居する家族に発熱のある方がいた場合は、一定期間の利用をお控
えください。

対　　象　茨城町に住民票のある保護者と未就学児
開放時間　午前及び午後の２部制　
　　　　　＊土曜日の開放は当面行いません。
　　　　　平日  《午前》 ９時30分～11時30分
　　　　　　　 《午後》 １時30分～３時30分（各10人）
予約受付　月曜日～土曜日の午前９時～午後４時
　　　　　（当日予約も承ります）

＊希望日の前々週の月曜日より、電話ま
たは子育て支援センターの窓口で受け
付けます(定員になり次第締め切り)。

その他
・予約できる方は利用する保護者のみです。
・予約は一家庭一回までとし、次の予約は利用後に
お受けします。
・兄姉であっても小学生の利用はご遠慮ください。
・詳細は受付の際にお伝えします。

読み聞かせ
日　時　１月19日（水）　午前11時～11時15分
　　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞か
せに来てくれます。親子でゆったりとお話の世界
を楽しみましょう。
　ボランティアによるピアノ演奏
日　時　１月21日（金）　午前11時～11時15分
　　毎月一回、子育て個人ボランティアのサニー
NAOKOさんによる演奏があります。お子さんと
一緒に心地良い音色で癒やされましょう。

まんまるたいむ
日　時　午前11時～11時15分
　　　　（土・日・祝日を除く）
　「からだであそぼう」
　「リズムであそぼう」
　「ふれあいあそび」
　「わくわくおはなし」な
どを日替わりで行います。

まんまるーむのご案内まんまるーむのご案内まんまるーむのご案内 要予約

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

計測コーナーをご利用ください計測コーナーをご利用ください計測コーナーをご利用ください
　子育て支援センターの受付隣に、幼児用と乳児用の計測器を設置しています。自由に利用できますので、お気軽にどうぞ。
＊計測器は、定期的にアルコール消毒を実施しています。ご希望の方は利用前に消毒しますので、受付にお申し付けください。
＊測定方法がわからない方には、ご説明します。

子育て相談
ご利用ください
対　　象　未就学児をもつ保護者
場　　所　子育て相談室（電話相談も可）
受付時間　月～金 午前９時～午後５時
　　　　　　土　 午前９時～午後４時30分
　子育てに関する悩みや不安、誰かに話を聞いてもら
いたいことなど、様々な相談に保育士が対応します。
　相談の間、保育士にお子さんを預けることができま
す（月～金のみ）。どうぞお気軽にお越しください。

ボランティアによる
読み聞かせの様子

要予約

　子育て中の仲間とおしゃべりする場です。参加者や職員と気軽に
おしゃべりをしましょう。子育てに関するアイディアやあそび場の
情報など、参加者と共有しませんか。
対　　象　町内在住の３歳未満の子どもとその保護者
日　　時　１月26日(水)　午前10時～11時
場　　所　まんまるーむ（定員５組）
予約受付　１月12日(水)～　（土・日・祝日を除く） 午前９時～午後４時

電話または子育て支援センター窓口で受け付けます。

「集いの場。ＴＵ☆ＮＡ☆ＧＵ」
 　　　　　～つながる・なかま・ぐちこぼし～

町内在住者対象子育てセミナー
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　町内の各小・中学校では、地域の農家の方の指導のもと、農作物を育て収穫する農業体験を行っています。今回
は、貴重な体験をした児童や生徒たちの感想をご紹介します。

【問合せ先】学校教育課　☎０２９－２４０－７１２１（直通）

農
業
体
験
で
の
経
験

収
穫
の
喜
び

稲
刈
り
を
体
験
し
て

明
光
中
学
校　

一
年
四
組

　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

泰　

雅

青
葉
中
学
校　

一
年
三
組

　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

陽　

奈

　

葵
小
学
校　

五
年
一
組

　
　
　
　
　
　
　

小　

森　

千　

優

　

十
月
四
日
、

総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
ブ
ラ

イ
ト
リ
ー
ダ
ー

の
奥
谷
さ
ん
に

教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
稲
刈

り
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

五
月
に
田
植

え
を
し
て
か
ら

四
か
月
が
経

ち
、
稲
は
黄
金
色
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
稲
穂
が
実
っ
て
、
立
派
に
成
長
し

た
稲
を
見
て
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
使
う
の
こ
ぎ
り
が
ま
で
稲
を
刈
っ

て
み
る
と
、
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
慣
れ
て
く
る
と
サ

ク
ッ
と
い
い
音
が
し
て
、
お
も
し
ろ
い
な
と

感
じ
ま
し
た
。
刈
っ
た
稲
を
友
達
と
協
力
し

て
た
ば
ね
て
結

び
ま
し
た
。
わ

ら
で
結
ぶ
の
は

難
し
か
っ
た
で

す
。
稲
を
し
っ

か
り
そ
ろ
え
る

こ
と
な
ど
、
奥

谷
さ
ん
に
こ
つ

を
教
わ
る
と
、

う
ま
く
で
き
ま

し
た
。
と
て
も

よ
い
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
は
、
小
学
校
の
イ
モ

掘
り
体
験
で
は
収
穫
に
至

る
ま
で
の
工
程
に
ふ
れ
る

事
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
中
学

校
の
イ
モ
掘
り
体
験
で
は

自
分
た
ち
で
除
草
作
業
や

マ
ル
チ
の
取
り
外
し
、
足

の
踏
み
場
が
な
い
ほ
ど
伸
び
き
っ
た
ツ
ル
を

切
る
な
ど
収
穫
ま
で
に
た
く
さ
ん
関
わ
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
作
業
の
中
で
マ
ル
チ

の
あ
る
所
と
無
い
所
を
見
て
み
る
と
、
あ
る

所
は
イ
モ
が
大
き
く
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い

ま
し
た
。
反
対
に
、
無
い
所
は
イ
モ
が
小
さ

く
弱
々
し
く
育
っ
て
い
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル

一
つ
で
イ
モ
の
育
ち
具
合
が
変
わ
っ
て
く
る

と
い
う
事
に
驚
き
ま
し
た
。
今
回
私
た
ち
が

体
験
し
た
作
業
は
農
業
の
ほ
ん
の
一
部
で
す

が
と
て
も
大
変
で
し
た
。
イ
モ
一
つ
作
る
の

に
も
た
く
さ
ん
の
苦
労
や
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
作
物
を
育

て
る
事
を
仕
事
に
し
て
い
る
農
家
の
方
々
の

苦
労
を
実
感
す
る
一
方

で
収
穫
の
楽
し
さ
を
学

ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
家
庭
科
の
授
業
で
調

理
し
て
食
べ
る
予
定
で

す
。
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
て
、
み
ん
な
で
お

い
し
く
食
べ
た
い
で

す
。

　

僕
は
、
農
業
体
験

で
白
菜
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。
白
菜
の
苗

を
見
た
の
は
初
め
て

で
し
た
。
い
つ
も
食

べ
て
い
る
白
菜
か
ら

は
想
像
も
で
き
な
い

ほ
ど
の
小
さ
な
苗

だ
っ
た
の
で
、
す
ご

く
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
大
き
く

育
つ
白
菜
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

僕
た
ち
は
、
白
菜
の
苗
を
み
ん
な
で
協
力

し
て
植
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
農
家
の
方
は
わ

ず
か
数
名
で
植
え
て
い
る
と
思
う
と
、
す
ご
く

苦
労
し
な
が
ら
植
え
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま

し
た
。
僕
た
ち
の
苗
も
、
大
き
く
育
っ
て
お
い

し
い
白
菜
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
回
、
農
業
体
験
を
経
験
し
て
、
苗
を
植
え

る
大
変
さ
や
農
家

の
方
た
ち
の
苦
労

を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
野
菜
を
育

て
て
く
れ
た
農
家

の
方
た
ち
に
感
謝

を
し
な
が
ら
、
好

き
嫌
い
な
く
食
べ

た
い
と
思
い
ま

す
。

16

まんまるーむのご案内

計測コーナーをご利用ください

2022.１　広報　いばらき



［材料］４人分
ブリ ４切
 （320ｇ）
塩 小さじ２/５
酒 大１小１
小麦粉 適量
れんこん 200ｇ
赤パプリカ １個
エリンギ 大２本
サラダ油 大さじ２
ポン酢しょうゆ 大さじ３
小ねぎ ２本

〈作り方〉
①　ブリは一口大のそぎ切りにし、塩と酒をふって約５分おく。水けをふいて小麦粉をまぶす。
②　れんこんは７㎜厚さの半月切りにし、赤パプリカは一口大の乱切りにする。エリンギは石づきを除い
　て短冊切りにする。
③　フライパンに油の半量を熱し、①の両面をこんがりと焼いてお皿にとり出す。
④　残りの油を中火で熱して②をいため、れんこんに火が通ったら③を戻し入れ、ポン酢しょうゆで調味
　する。お皿に盛り、小口切りにした小ねぎを散らす。

〈作り方〉
①　鶏手羽元は骨に沿って切り目を入れる。にんじんと大根は大きめの乱切りにする。にんにくはつぶす。
②　ブロッコリーは熱湯でかためにゆでる。
③　なべに①、分量の水、塩を入れて強火にかける。煮立ったらアクを除き、ふたをして弱火で約30分煮る。
④　最後にブロッコリーを加えてひと煮する。

ポイント☝
　ブリは小麦粉をまぶすと身がくずれにくくなります。歯ざわりのよい野菜と一緒
に油を使って調理すると、ビタミンＤの吸収率が高まります。

ポイント☝
　鶏肉の旨味が溶けだしたスープがおいしく、じんわり体が温まる一皿です。
③の工程は圧力鍋を使用すると時短になります。

［材料］４人分
鶏手羽元 12本
にんじん 240ｇ
大根 300ｇ
にんにく ２かけ
ブロッコリー 180ｇ
水 ７カップ
塩 小さじ１

Ａ

兼
献
献
献
献
献
献
験

栄養成分（1人分）
エネルギー 270kcal
塩　分 1.8g

栄養成分（1人分）
エネルギー 336kcal
塩　分 0.6g

Presented by 町
管理栄養士

Presented by 町
管理栄養士

Presented by 町
管理栄養士

健康
レシピ

「
感
染
症
予
防

           

レ
シ
ピ
」

　　感染症が猛威をふるう冬の到来です。新型コロナウイルス感染症をはじめ、毎年流行するインフルエンザや
　かぜにも注意が必要です。
　　健康に冬を乗りきるための感染症予防レシピをご紹介します。

　　感染症が猛威をふるう冬の到来です。新型コロナウイルス感染症をはじめ、毎年流行するインフルエンザや
　かぜにも注意が必要です。
　　健康に冬を乗りきるための感染症予防レシピをご紹介します。

　　感染症が猛威をふるう冬の到来です。新型コロナウイルス感染症をはじめ、毎年流行するインフルエンザや
　かぜにも注意が必要です。
　　健康に冬を乗りきるための感染症予防レシピをご紹介します。

check

【問合せ先】健康増進課
☎ 029－240－7134（直通）

町ホームページには、
これまでの健康レシ
ピを掲載しています。
ぜひご覧ください。

●感染症予防の食事について
　感染症予防として、うがい・手洗いをしっかりと行うことに加え、
免疫力を高める食べ物をとることで感染症にかかりにくくなります。
①ビタミンやミネラルを十分にとり、バランスのよい食事をとりましょう
　　一汁三菜（主食＋主菜＋副菜）を意識した組合せを！
　　ビタミンＡ…緑黄色野菜（人参、ピーマン、ブロッコリーなど）
　　ビタミンＣ…果物（柑橘類）、野菜類
　　ビタミンＤ…青魚類、きのこ類
②体を内側から温め、ウイルスの侵入を防ぎましょう
 　ねぎ、玉ねぎ、しょうが、にんにくに含まれている“刺激成分”や
　“辛味成分”には、　消化を助ける働きや殺菌効果があります。

ど）

や

しょう

19 2022.１　広報　いばらき

新刊1 新刊2

新刊続々

おすすめ 　　着本新

みみんなの
図書館

みんなの
図書館

◆
新
刊
・
新
着
本
の
ご
案
内

茨城町立図書館
☎ 029－240－7131
ホームページ
http : //www.lib.t-ibaraki.jp/

携帯電話
https://www.lics-saas.nexs-service.jp/ibaraki/mobile/index.do

お

絵

どちらも図書館２F「視聴覚室」で開催します。
※参加の際は、マスクの着用をお願いします。

イベント情報
はなし会（毎月第２、４土曜日）

本となかよし（毎月第２、４木曜日）

スマートフォン用

夜叉の都 ミチクサ先生（上・下巻）底惚れ熔果

　小鳥店を営む壇野家の平穏な
日常は、突然終わりを告げた。
小学生の息子が通り魔事件で刺
殺され、犯人は自殺。地獄に突
き落とされた父、母、姉の三人
の前に不思議な合唱隊がやって
くる。訝しむ父をよそに、母と
姉は歌うことで心を取り戻して
いくが。次々に明かされる家族
の秘密。そして驚嘆の終曲。

（青山　文平 著）（黒川　博行 著） （伊集院　静 著）（伊東　潤 著）

　梨本宮伊都子妃は、娘・方子
女王の結婚相手探しに奔走して
いた。聡明で率直、そして行動
力に溢れた伊都子妃は、誰も思
いつかなかった方法で娘の方子
女王を皇太子妃にする道を見つ
け出すが、乗り越えなければな
らない課題は伊都子妃の想像を
越えるものだった。避けては通
れない縁談を軸に繰り広げられ
る成婚宮廷絵巻。

神曲
（川村　元気 著）

李王家の縁談
（林　真理子 著）

うちのくるまは
バン！！

わたしのマントは
ぼうしつきクリコどんぐり喰い

神曲

（東　直子 作）（シゲタ　サヤカ 作） （鎌田　歩 作）（エルス･ペルフロム 作）

　１月８日（土） 午後２時～
　１月22日（土） 午前11時～

　１月13日（木） 午前10時30分～
　１月27日（木） 午前10時30分～

 日 月 火 水 木 金 土
       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23 24 25 26 27 28 29

 30 31 

       休

 休 休

  休   

  休   休

 休 休 

  休

2022 年１月の休館日
書館カレンダー図
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　　感染症が猛威をふるう冬の到来です。新型コロナウイルス感染症をはじめ、毎年流行するインフルエンザや
　かぜにも注意が必要です。
　　健康に冬を乗りきるための感染症予防レシピをご紹介します。
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2022年（令和４年）
１月１日　発行

◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和３年11月末現在
　男　15,794人
　女　15,800人
　総人口　31,594人
　世帯数　13,330世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し
い環境の町をつくりましょう。

１　からだをきたえ、教養を高め
て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合
　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●●町公式ホームページ
　https://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式ツイッター
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/
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いばらき幼稚園ちびっ子アート

　こやの　ゆいか （６歳）
「サンタさん」

　はくた　みつき （６歳）

だ
い
ご

し
ん
せ
ん
え
ん

　

今
月
号
は
、
平
安
時
代
に

天
皇
か
ら
位
を
与
え
ら
れ
た

と
い
う
由
来
を
持
つ
鳥
、

「
ゴ
イ
サ
ギ
」を
紹
介
し
ま
す
。

▼
ゴ
イ
サ
ギ
の
分
布
と
生
態

　

ゴ
イ
サ
ギ
は
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
中

東
・
中
国
に
か
け
て
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
、
北
ア
メ
リ
カ
大

陸
の
中
部
か
ら
南
部
、
南
ア

メ
リ
カ
大
陸
な
ど
に
分
布
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
本
州
、
四
国
、

九
州
な
ど
に
通
年
で
繁
殖
し
、

北
海
道
に
は
夏
季
に
飛
来
す

る
も
の
も
い
ま
す
。
冬
季
に

南
下
す
る
個
体
も
見
ら
れ
、

南
西
諸
島
で
は
冬
鳥
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
生
息
地
は
湖
沼
、
湿

地
、
水
田
、
海
岸
、
河
川
な

ど
で
、
他
の
サ
ギ
類
（
コ
サ

ギ
な
ど
）
と
小
規
模
な
群
れ

（
コ
ロ
ニ
ー
）を
形
成
し
て
生

活
し
ま
す
。
特
に
ゴ
イ
サ
ギ

は
夜
行
性
の
た
め
、
夜
中
に

飛
び
な
が
ら「
グ
ワ
ッ
」「
コ

ワ
ッ
」と
鳴
く
姿
が
観
察
さ
れ

ま
す
。
日
中
は
杉
な
ど
で
休

み
、
夕
方
か
ら
水
辺
で
魚
な

ど
を
と
る
こ
と
が
多
い
と
さ

れ
、
茨
城
町
で
は
特
に
、
田

植
え
後
の
水
田
や
、
イ
ナ
ゴ

が
多
く
発
生
す
る
９
月
頃
な

ど
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

▼
ゴ
イ
サ
ギ
の
主
な
特
徴

　

大
き
さ
は
約
58
㎝
と
サ
ギ

の
仲
間
と
し
て
は
小
柄
で
、

頭
頂
と
背
は
緑
黒
色
、
体
下

面
や
顔
な
ど
は
白
く
、
翼
は

全
面
灰
色
を
し
て
い
ま
す
。

く
ち
ば
し
の
基
部
は
緑
黄
色

や
黒
色
を
み
せ
、
黄
色
い
足

を
も
ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

成
鳥
は
、
ペ
ン
ギ
ン
に
も
似

た
落
ち
着
い
た
色
合
い
で
す

が
、
幼
鳥
は
褐
色
の
羽
毛
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
一
見
し
て

同
じ
鳥
だ
と
わ
か
ら
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ゴ
イ
サ
ギ
は
繁
殖
期
に
、

他
の
サ
ギ
類
同
様
、「
婚
姻

色
」が
あ
ら
わ
れ
、
足
が
赤
み

を
帯
び
て
、
白
い
冠
羽
も
２

〜
３
本
長
く
伸
び
る
の
が
目

立
ち
ま
す
。

　

ゴ
イ
サ
ギ
の
幼
鳥
は
俗
に

「
ホ
シ
ゴ
イ
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
褐
色
の
羽
毛

で
被
わ
れ
る
な
か
に
黄
褐
色

の
斑
点
が
星
の
よ
う
に
入
っ

て
見
え
る
こ
と
か
ら
つ
い
た

別
名
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
位
を
授
け
ら
れ
た
珍
し
い
鳥

　

ゴ
イ
サ
ギ
の「
ゴ
イ
」は
、

漢
字
で
表
す
と「
五
位
」と
な

り
ま
す
。
こ
れ
は『
平
家
物

語
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
故

事
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
醍
醐
天
皇
が
神
泉
苑
に
出

向
い
た
と
き
、
池
の
ほ
と
り

に
い
た
サ
ギ
を
見
つ
け
、
こ

れ
を
捕
ら
え
る
よ
う
に
と
家

来
に
命
じ
た
。
す
る
と
サ
ギ

は
逃
げ
る
こ
と
な
く
羽
繕
い

を
し
、
飛
び
去
り
も
せ
ず
に

お
と
な
し
く
捕
ま
っ
た
。
醍

醐
天
皇
は
、
命
令
に
背
く
こ

と
な
く
捕
ら
え
ら
れ
る
と
は

神
妙
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の

サ
ギ
に『
五
位
』の
位
を
授
け

た
」と
い
う
、
不
思
議
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
の
で
す
。
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